
 

行事テーマ 

涙奏走 ～肝心なのは はじめの一歩～ 

２学期の２大行事である『文化祭』が無事終了しました。 

生徒たちは日頃の学校生活

で取り組んできた学習発表の

場として，お互いの発表や作

品を鑑賞することで，いろい

ろな発想や自分とは違う考え

方に触れることができ，貴重

な時間を過ごすことができたと思います。 

オープニングセレモニーでは，恒例となった，四日市市無形文化財『日永つんつく踊り』の現代風ア

レンジである『日永 YOSAKOI つんつくおどり』を有志生徒が威勢よく披露しました。引き続き発表

された８・９組のダンスは，三代目 Ｊ Soul Brothers の楽曲『Summer Madness』に合わせ，楽

しく躍動感のあるものになっていました。英語スピーチでは３年生の松本琉聖と後藤颯太さんが，すば

らしい表現力のあるスピーチを披露していました。 

合唱コンクールでは，先

日のリハーサルの時点に比

べ，どの学級も練習の成果

がうかがえるものとなって

いました。なかでも３年生

の合唱は，聴く人に感動を

与える完成度の高いすばら

しい演奏となっていました。文化祭の取りを飾ったのは，中部日本

吹奏楽コンクール三重県大会２連覇を達成した吹奏楽部でした。そ

の演奏は迫力だけではなく多彩な演出があり，会場内の全ての人に

笑顔と感動を届けられたと思います。 

最後に，生徒会新執行部のみなさんの計画的な運営のおかげもあ

り，今年の文化祭も成功裏に終わることができたと思います。 

 

本校の合唱コンクールで最優秀賞となった３年２組は，１１月 8日（木）に川越町あいあいホールで

開催された，第５９回三泗音楽会に南中学校代表として出場しました。今年は四日市市文化会館の改修

工事のため，例年とは異なる会場となり吹奏楽部も参加できませんでしたが，２組の合唱曲『道』は，

すばらしい演奏で，南中学校の存在感をしっかり示すことができたと思いました。 



 三泗地区中学校駅伝競走大会は１１月 6日（火）に，伊坂ダムサ

イクルパークダム周遊コースで開催されました。開会式の直前まで小

雨が降りコンディションづくりが心配されましたが，開会式の時刻に

は雨が上がり，その後は青空がのぞ

く良い天候となりました。伊坂ダム

のコースには起伏があり，ペース配

分が難しいコースでしたが，駅伝部

のメンバーは朝夕の時間に，グラウンドや南部丘陵公園で練習した成

果を十分に発揮するとともに，前日の壮行会で全校生徒からいただい

た声援を力に変えて，全南中生の思いの詰まったタスキを，力強い走

りでつないでいました。男子は，来る１１月１８日（日）に「スポーツの杜伊勢・陸上競技場」で開催

される，三重県中学校駅伝大会に出場することになりました。 

【詳しい大会結果は，中体連三泗支部のホームページよりご確認ください】 

 

  

 

「無限 結束 継続」 ～旋風を巻き起こせ～ （生徒会提案資料より抜粋） 

「無限」には，南中学校の可能性，「結束」にはあいさつからつながる生徒同士や地域の人とのつな

がりを，「継続」には設定した目標を最後までやり遂げる気持ちを持つという思いが込められています。

～旋風を巻き起こせ～には，生徒会本部役員が見本となり周りを巻き込んで行動していくという思いが

込められています。 

上記のように，後期生徒会活動テーマが決定されました。生徒会執行部のみなさんには何事にも果敢

に挑戦をし，みんなが『南中生で良かった』と実感できるよう，強いリーダーシップを発揮して活動し

てもらいたいと思います。期待をしています。 

先月，１・２年生のご家庭を対象に『平成３１年度 就学援助制度のお知らせ』のプリント

を配付させていただきました。就学援助申請書の提出期限が１１月末となっております。申請

予定のご家庭はお忘れのないようご提出をお願いします。 

就学援助制度とは，経済的な理由によりお子様を学校へ通学させるのが困難なご家庭（生活

保護を受給中のご家庭は除きます。ただし，修学旅行費および医療費は対象となります。）に

対し，就学費用の一部を援助する制度です。制度の詳しい内容は『平成３１年度 就学援助制

度のお知らせ』のプリントを参照のうえ，不明な部分がある場合は，本校の事務職員か教育委

員会学校教育課学事係（354-8250）へお問い合わせください。 

就学援助は自動更新ではありません。平成３０年度に引き続き援助を希望されるご家庭も，

毎年申請書の提出が必要です。なお申請をされるご家庭は，申請書に申請理由等をできる限り

詳しく記入のうえご提出ください。 


